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研究成果の概要（和文）： 
 本科研費による研究活動開始前からの刊行論文も併せて、2008 年に単著『ユダヤとイスラエ

ルのあいだ――民族／国民のアポリア』（青土社）を出版した。マルチン・ブーバーおよびハン

ナ・アーレントという二人のドイツ系ユダヤ人哲学者の模索したバイナショナリズム、つまり

パレスチナにおけるユダヤ人とアラブ人の共存思想の展開と隘路を辿った（同書前半）。また、

建国後のイスラエルに対して、アイザイア・バーリンやジュディス・バトラー、マイケル・ウ

ォルツァーらリベルラル派のユダヤ人によるイスラエル批判の意義と限界を分析した（同書後

半）。 
 そのかん、イスラエル／パレスチナへの研究滞在（主としてヘブライ大学とハイファ大学）

および現地からの研究者の招聘（ハイファ大学カイス・フィロ教授）などを重ね、資料調査・

研究交流をおこない、上記単著以降の研究の展開を模索した。 
 その成果として、ブーバーやアーレントの同志であった重要人物ユダ・マグネス初代ヘブラ

イ大学学長をはじめとする、建国直前期のヘブライ大学の哲学者たちが、いかに排他的な民族

主義に陥ることなく、アラブ人・アラブ文化と共存しながら自らのアイデンティティを保持す

るのかという課題に取り組んでいたことの意義を分析する論考を発表した。 
 その他、「ディアスポラ」から民族の越境と共存を読み直す共同のプロジェクトに参加し、そ

のなかでのバイナショナリズムの歴史的意義と現在的可能性を考察する論考を発表した。 
 
 
研究成果の概要（英文）： 
In the publication of my book, Between Jewish and Israel: the Aporia of Nation 
(Seidosha, 2008), I discussed the binational thought by two German-Jewish 
philosophers, Martin Buber and Hannah Arendt, who sought after the coexistence of 
Jews and Arabs in Palestine. Besides, I treated several liberal Jewish thinkers like 
Isaiah Berlin, Judith Butler, Michael Waltzer, who somehow criticized the military 
occupation by Israel government but supported the idea of Zionism or the Jewish 
State. 
Meanwhile, I visited Israel and Palestine (mainly Haifa Univ., Hebrew Univ., 
Alternative Information Center), collecting documentary materials, as well as invited a 
very important professor, Kais Firro (Haifa Univ.) for workshops. Then I proceeded my 
research on the same theme. 
As the result, I published an article about the thoughts and activities of Judah Magnes, 
the first president of Hebrew Univ. and his colleagues who insisted on the coexistence 
with Arab people at the same time keeping their own Jewish identity before the 
foundation of Israel as a Jewish State. 
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Besides, I participated in a collaborative project which was trying to examine the 
crossing-borders by nations and the coexistence from the viewpoint of “diaspora”, 
where I wrote another article to seek   both the historical significance and the 
contemporary possibility of binationalism.  
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研究分野：人文学 
科研費の分科・細目：哲学・思想史 
キーワード：社会思想史 
 
１．研究開始当初の背景 
 排他的な民族主義、国民国家をいかに批判
的に乗り越えることができるのか。ユダヤ人
国家としてイスラエル建国以前に、アラブ人
とユダヤ人が共存することのできる政治枠
組みや文化アイデンティティを模索した思
想運動があった。結局このバイナショナリズ
ム運動は、イスラエル国家がユダヤ人国家と
して建国されるとともに敗北することとな
ったが、思想的遺産としては学ぶべきところ
が多い。 
 だが、そうした思想は、非現実的な理想主
義として打ち捨てられ、研究史的にも顧みら
れることがなくなっていた。民族紛争に対す
る対案、他民族との共存という、古いがなお
切実な課題に応えるための重大なヒントが
ここにあると考えた。 
 
２．研究の目的 
 これまで研究対象としてきたバイナショ
ナリズム思想家のマルティン・ブーバーおよ
びハンナ・アーレントからさらに対象を広げ
て、当時二人と共闘関係にあった初代ヘブラ
イ大学長ユダ・マグネスおよびその同僚たち、
および二人の思想的後継者たちの、アラブ人
との共存の取り組み、および国家主義に陥ら
ないユダヤ文化のアイデンティティの模索
の実態を解明する。また、歴史的にはユダヤ
人国家の前に敗北したその思想運動が、いっ
たいどこでどのように挫折したのかをも解
明し、積極的意味だけでなく、負の遺産とし
ても学ぶべき点を確認する。 

 さらに、それらがパレスチナ問題をはじめ
として、さまざまな現代の民族紛争に対して
もつ教訓を探究し、現代世界における「民族
と国家」の理論化に向けた端緒を探る。 
 
３．研究の方法 
 イスラエル・ヘブライ大学図書館、イスラ
エル国立図書館などに出向き、当時のバイナ
ショナリズム運動などの歴史資料を収集・調
査する。また流通している書籍や雑誌におけ
る研究動向を広範に把握し、民族や国家をめ
ぐる哲学的考察に目を通しながら、パレスチ
ナにおけるバイナショナリズムを再論する
意義を文脈づける。 
 同時に、ユダヤ人とアラブ人の「共存」に
関するまた、アラブ人との共存に取り組んで
いる研究者や NGO などを訪れ、研究交流を深
め、バイナショナリズム運動に対する評価や
アクチュアリティを探る。必要に応じて、イ
スラエルから研究者を招聘することで、関連
分野の日本の研究者との研究会をもち、情報
交換や討議を深め、自らの研究テーマに資す
るようにする。 
 
４．研究成果 
（１）マルティン・ブーバー、ハンナ・アー
レント以降の研究展開として、同時代のヘブ
ライ大学の哲学者たちの取り組みを検討し、
論文「「ユダヤ人国家」の普遍性を追求した
ヘブライ大学の哲学者たち」としてまとめた。
排他的民族主義によってヨーロッパを脱し
たユダヤ人哲学者たちは、排他主義を批判し



（つまりこの場合はアラブ人との共存を肯
定し）普遍主義を求めた一方で、形式的普遍
主義が民族的アイデンティティの喪失へと
陥ることを恐れ、ユダヤ文化のアイデンティ
ティを保持しようとした。この普遍と特殊の
アポリアの止揚こそが、当時のヘブライ大学
のとくに哲学科に賭けられた課題であった。 
 ヨーロッパ哲学史の現代ヘブライ語への
翻訳やカリキュラム編成を通して近代化の
模倣を進めつつ、しかし民族的純粋性に依拠
せず、アラブ人との共存前提とした新しい国
民国家をいかに構築することができるのか。
1948 年のイスラエル建国前から建国直後ま
で初代の学長を務めたユダ・マグネスをはじ
め、哲学科長、図書館長らの思想と行動から、
その可能性の萌芽を探った。 
 
（２）単著『ユダヤとイスラエルのあいだ』
の後半部分で、ユダヤ人国家としてイスラエ
ルが建国されて以降の思想的課題として、ア
イザイア・バーリン、ジュディス・バトラー、
マイケル・ウォルツァーといった、いわばリ
ベラルなユダヤ人思想家らのイスラエル国
家に対する評価を検討した。 
 彼らは、自らイスラエルに移住することを
せず、国家に同一化することを避け、またイ
スラエルによるパレスチナ占領についても
一定批判していた。しかしながら、イスラエ
ル国家のユダヤ性そのものを、すなわち「ユ
ダヤダ人国家」という理念を、あるいは少な
くともアラブ人に対するユダヤ人の優越性
を否定することはできなかった。ユダヤ・リ
ベラリズムは、相対的寛容の次元では積極的
意義と批判力を発揮しながらも、原理的な部
分で真に排他主義や自民族中心主義を超克
するには至らなかった。問題の核心とその解
決がリベラリズムにあるのではないことが
示された。 
 それに対して、さらに考えうる二つの批判
的思考を検討した。一つがラビ・ユダヤ教の
伝統がもつ、ユダヤ教と国家を結びつけるこ
とをタブーとした反国家思想の現代的意義
だ。ユダヤ・アイデンティティを保持しなが
らも、ユダヤの名で国家をもつことを神への
冒涜として禁止し、異教徒統治のもとで共存
することを是とした。もう一つは、エドワー
ド・サイードらパレスチナ人の側からのバイ
ナショナリズムの再評価である。かつてユダ
ヤ人の側から提示されたこの思想的遺産が、
21 世紀に入って別の意味づけをなされ再生
しつつある。この二つの方向から、民族と国
家を再考する新しい視点を提示した。 
 
（３）ディアスポラ（離散）のユダヤ人の一
部が展開したディアスポラ思想の展開を、論
文「ディアスポラと本来性――近代的時空間
の編制と国民／非国民」で検討しつつ、他地

域・異分野の若手研究者らとともに、ディア
スポラ思想がもつ民族問題への貢献につい
て討議をもち、論集『ディアスポラから世界
を読む――離散を架橋するために』としてま
とめた。ユダヤ思想に起源をもちながら、近
年人文社会学分野で広く使われるようにな
ってきた「ディアスポラ」概念を、最大公約
数のところで他分野の研究と共有しながら、
いかにディアスポラから世界史および現代
世界の読み直しを行なうことができるのか、
またいかなるアクチュアルな意義が読み取
れるのかを、それぞれの立場から提起し討議
をもった。同書はさらにその議論を踏まえた
うえで書かれた成果である。 
 私自身はそのなかで、「ディアスポラと本
来性――近代的時空間の編制と国民／非国
民」という論考を執筆し、「国民」の誕生・
発展とともに、その背後で「非国民」、「難民」、
「無国籍者」といった事象が、ヨーロッパ、
パレスチナ、日本でどのように発生したのか
を検討しつつ、排他的国民主義を超克する思
想として、ディアスポラ概念を提示した。 
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